
 

 第３２回会計検査院契約監視委員会定例会議議事概要

  

 開　催　期　間　  令和５年７月２６日（水）

  

 場　　　所  Web会議開催

  

 出席委員氏名  委員長　松島　桂樹（一般社団法人クラウドサービス推進機構　理事長）

 

 委　員　稲生　信男（早稲田大学社会科学総合学術院　教授）

 

 委　員　長村　彌角（公認会計士　有限責任監査法人トーマツ　パートナー）

   

  抽出案件                 ４　件 （備考）

抽出案件４件の審議のほかに、契約の状況、指名

停止の運用状況、少額随意契約の状況等について 

 （内訳） 説明を行い、その後、質疑を行った。

  

  一般競争契約                 ３　件

  

  指名競争契約                 ０  件

  

  随意契約                 １  件

   

意見・質問 回　　　答 

 

    委員からの意見・

 質問、それに対す  　　別紙のとおり  　　別紙のとおり 

 る回答等

   委員会による意見

 の具申又は勧告の 　　 なし 　　 

 内容



- 1 -

 （別紙）

  １．令和４年度（下半期）における契約の状況等について

会計検査院側より、契約の状況、指名停止の運用状況、少額随意契約の状況等について説明

を行った。

意見・質問 回　　　答

  指名停止の運用状況について

・（公財）東京オリンピック・パラリンピック競 ・指名停止を行った者のうち1者について、過去

技大会組織委員会絡みの不祥事を受けて、5年3 に契約の実績はあるが、近年に契約はないこと

月31日付けで数者に対して指名停止を行ってい から本院の調達への影響はない。

 るが、これによる影響はあったのか。

   



- 2 -

  ３．案件の審議

４件を審議した。審議の内容は次のとおりである。

意見・質問 回　　　答

 （１）令和３年度決算検査報告等のＨＴＭＬファ            

  イル化業務

 （契約内容：3年度決算検査報告等の文章をＨ

  ＴＭＬファイルに変換する業務）

  

・昨年度の同業務と比較して落札率及び契約額が ・昨年度から仕様内容等に変更はないことか

 大幅に高くなっている。契約相手方も変更とな ら、本院側の事情によるものではない。

 っているが、事情があったのか。

・本契約のようにＨＴＭＬファイルの作成業務の ・決算検査報告の印刷については守秘等の観点

みを契約内容とせず、本体である報告書の作成 から国立印刷局に発注しているところである

に併せて付帯業務として、ＨＴＭＬファイルを が、検査報告の印刷に併せてＨＴＭＬファイ

作成するのが一般的であると考えるがいかが ルを作成することの可否を国立印刷局に確認

か。 の上で、両者を併せて発注することの検討を 

 行う。

 （２）会計検査院ネットワーク更新延期に伴う現

  行ネットワーク環境の再整備、維持等業務

 （契約内容：現行の会計検査院ネットワーク

 に係る運用業務について、延期となった次

 期ネットワークへの更新時期に合わせて役

 務提供期間を延長して、ネットワーク環境

 の再整備・維持、運用終了時のデータ消去

  等を追加で行う業務）

  

・現状で次期ネットワークへの更新時期の再延期 ・現状、計画通り進捗しているところである

等のリスクは生じていないか。 が、更なる延期が生じないように、慎重に調

 達スケジュール等の管理を行っている。

・ネットワーク環境の再整備及び運用終了時のデ ・ネットワーク環境の再整備については、延期

ータ消去等の業務は、平成29年度に一般競争入 を受けて新たに生じた業務である。また、デ

札で締結した当初契約に含めるべきだったので ータ消去等については、当初契約に含めてい

はないか。 たが、ネットワーク運用等期間の延長に伴い 

当初契約において実施されないこととなった

ため、当初契約から除外して、本件契約に含

 めている。

・高度な新技術を持つＳＯＣ（システム監視）サ ・今後のネットワーク構築の調達に当たって

ービス事業者が出てきたり、サイバーセキュリ は、セキュリティ対策には先端技術を取り入
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ティ対策が進化したりしている現在の状況を踏 れるとの見方が広がってきていることに留意

まえ、今後ＳＯＣサービスをはじめとするセキ して、状況に合わせた適切な調達方法がとれ

 ュリティ対策には先端技術を取り入れるとの見 るよう準備していく。

 方が広がっていくと考えられる。このような動

 きに対応できるよう、ネットワーク構築とセキ

 ュリティ対策を分離して契約することを今から

 準備すると良いのではないか。

 （３）庁舎内ＬＡＮ配線・ＥＰＳ室内のフロア間

  配線の敷設等工事

 （契約内容：庁舎内ＬＡＮ配線・ＥＰＳ室内

  のフロア間配線の敷設等に係る業務）

  

・予定価格の算定に当たって、参考見積りは徴し ・国交省制定の積算基準で算定できるところに

たのか。 ついては参考見積を徴していないが、材料費

等の積算に当たって、物価資料に掲載されて

 いないものなどは見積りを徴している。

・工事の主たる部分を一括して他に請け負わせて ・施工計画書の提出を受けて内容を精査するな

いないことをどのように確認しているのか。 どして、工事の主たる部分に対して本件請負 

 業者が関与していることを確認している。

  ・本件のような低入札案件については、業者に発 ・留意する。

 注する前に、人件費が高騰している現状、費用

面の参考として作業時間も確認するなどして、

過度な負担を業者に強いていないか気にする必

 要がある。

 ・今後、低入札案件については、業者から費目別  ・承知した。

の単価等の資料、また、可能であれば想定の労

働時間を入手し、それらを会計検査院の積算と

比較した上で入札価格等の妥当性を調査するこ

 とを検討してほしい。

 （４）中央合同庁舎第７号館維持管理・運営事業  

 （第二期）に関する変更契約（第４回変更契

  約）　

  　　会計検査院東館21～32階照明LED化工事　等

 （契約内容：中央合同庁舎第７号館維持管理

 ・運営事業（第二期）において、庁舎の照

 明LED化工事を実施するとともに、管球交換

 に係る費用を減額する内容の変更契約を締

  結したもの）
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・落札率が高くなっているが、価格交渉は行って ・価格交渉は行っていないが、予定価格よりも

いるのか。 見積価格が上回る場合は価格交渉を行うこと 

 となる。

 

・随意契約での変更契約において、交渉により予 ・価格交渉することは可能だが、業者は最低価

 定価格から少しでも値引きされた価格で契約す 格を提示しているところでもある。

る努力をしてもらいたいが、価格交渉を行うの  

 は難しいのか。

・維持管理関係で委託契約を締結した後、契約内 ・留意する。

容を変更する場合に、少しでも安価に設備の設

置等を行うためにどのような競争原理を働かせ

 るのかということは今後の課題である。

 ４．その他

 なし


